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書

が上梓されたことは時を得たもので

アルコール・薬物関連障害の診断・治療研究会(白倉克之，樋口進，和田清)編

アルコール・薬物関連障害の診断・

治療ガイドライン

福居顯二

「アルコール・薬物関連障害の診断・治療ガ

イドライン」が上梓された。これはわが国のこ

の領域の第一線で活躍する専門医が集まって厚

生科学研究班(アルコール・薬物依存症の病態

と治療に関する研究班；平成10～12年)を構成

し，その研究の成果を広く共有するために，

「アルコール・薬物関連障害の診断・治療研究

会」として分担執筆され市販に至ったものであ

る。

近年日本で用いられているアルコール・薬物

依存症の診断基準は，施設や臨床の経験年数な

どによりさまざまである。比較的若い世代は

ICD-10，DSM-Ⅳをもっぱら使い，さらに最

近ではAPA(米国精神医学会)治療ガイドライ

ンシリーズを監訳した「物質使用障害―アルコ

ール，コカインとオピオイド」も参考にされ

る。これにより米国の現状は理解できるが，副

題にもあるようにアルコール以外にはコカイ

ン，オピオイドに関する記載のみである。日本

の薬物依存情報研究班の調査でも明らかなよう

に，わが国で治療の上位を占める覚せい剤，有

機溶剤，抗不安薬については触れていない。ま

た比較的臨床経験の長い医師は ICD，DSM な

どの操作的診断以外に以前からある「アルコー

ル精神疾患の診断基準；厚生省アルコール中毒

診断会議報告，1979」や「覚せい剤中毒者の診

断基準；公衆衛生審議会，1982」を参考にする

傾向もあった。

こういったなか，日本の実状にあった，わか

りやすく使いやすい，アルコール・薬物関連障

害についての診断・治療ガイドラインが臨床医

の中で求められていた。そういった意味で本

専門用語も必要に応じて説明が盛り込

ある。本書

は総論６章(診断総論，治療総論，薬物療法総

論，心理社会的治療，治療環境と治療選択，通

報義務)と各論４章(アルコール，覚せい剤，有

機溶剤，ベンゾジアゼピン)に分かれている。

目に付いたところを挙げると，総論では依存

と乱用の概念が ICDとDSM を比較してわか

りやすく記載され，ICDによる下位分類につ

いてもスペースをとって解説されている。心理

社会的治療では現在用いられている種々の治療

法を網羅し，その特徴が記され，治療環境では

法的規制モデル・医療モデル・社会福祉モデル

の考えが紹介されている。各論では，アルコー

ルのほかに前述した日本で乱用頻度の高い３種

類の依存性薬物を取り上げたことは大変実践的

である。それぞれ診断・治療についての変遷と

現状・今後の課題についても詳しく解説されて

いる。

っては改めて知識の整理・治療の実

践

ま

れており，精神科以外の他診療科の医師やコメ

ディカルにも読みやすいものとなっている。さ

らに違法薬物関連精神障害者に関する通報義務

の手続きやKASTをはじめとするアルコール

依存症の質問紙表や自助グループの連絡先など

も掲載され親切である。

アルコール・薬物関連障害については広く医

療・福祉現場でかかわることを考えるとき，専

門職種にと

障害に関心を持つ医

療従事者の裾野が

に役立つし，この領域の勉強を始めようとす

る臨床医・研修医にはまたとない入門書とな

る。広く読まれることを期待し，ひいてはわが

国のアルコール・薬物関連
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拡がることを願うものであ

る。
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